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提
案
理
由
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し
て
、
二
点
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
熊
本
地
震
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
の
発
災
か
ら
早
い
も
の
で
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

前
震
の
日
か
ら
二
年
目
と
な
り
ま
す
四
月
十
四
日
に
は
、
熊
本
県
主
催
の
犠
牲
者
追
悼
式
に
参
列
し
、

犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
並
び
に
、
最
愛
の
御
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
御
遺
族
の
皆
様
に
、
心
か
ら
哀
悼

の
意
を
捧
げ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
御
霊
に
復
興
へ
の
決
意
を
お
誓
い
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
翌
四
月
十
五
日
に
は
、
本
市
に
お
い
て
震
災
対
処
実
動
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

全
職
員
の
安
否
確
認
訓
練
、
幹
部
職
員
の
参
集
訓
練
に
加
え
ま
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
様
や
民
間
団
体

を
含
め
、
過
去
最
大
規
模
と
な
る
約
一
万
三
千
人
の
御
参
加
を
い
た
だ
き
、
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
、

物
資
供
給
訓
練
等
を
実
施
し
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
職
員
の
役
割
と
地
域
と
の
連
携
な
ど
、
今

後
の
災
害
対
応
の
あ
り
方
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
も
今
回
の
訓
練
を
検
証
し
な
が
ら
、
市
民
・
地
域
・
行
政
の
災
害
対
応
力
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
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た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

続
く
四
月
十
六
日
に
は
、「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
感
謝
状
贈
呈
式
」
を
執
り
行
い
、
熊
本
地
震
発
災

後
、
様
々
な
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
県
内
外
の
多
く
の
団
体
・
企
業
・
個
人
の
皆
様
に
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

改
め
ま
し
て
、
式
に
御
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
方
は
も
と
よ
り
、
国
内
外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
御

支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
る
い
は
現
在
も
本
市
の
復
興
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
数
多
く
の
皆
様

に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
度
は
、「
震
災
復
興
計
画
」
の
折
り
返
し
と
な
る
年
度
で
あ
り
、
ま
た
、
多
く
の
被
災
者
の
皆
様
が

仮
設
住
宅
の
供
与
期
間
満
了
を
迎
え
、
住
宅
及
び
生
活
再
建
に
向
け
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
て
い

く
大
変
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。 

本
市
と
し
て
は
、
被
災
者
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
を
最
優
先
に
御
支
援
し
て
参
り
ま
す
と
と

も
に
、
復
興
を
下
支
え
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、「
復
興
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の
加
速
化
と
未
来
へ
の
礎
づ
く
り
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
、
去
る
五
月
一
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
出
張
い
た
し
ま
し
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
サ
ン
ア
ン
ト

ニ
オ
市
等
の
訪
問
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

今
回
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
三
十
周
年
を
記
念
し
、
同
市
の
ロ
ン
・
ニ
レ
ン
バ
ー

グ
市
長
か
ら
の
招
聘
に
応
じ
て
、
く
つ
き
信
哉
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
議
会
訪
問
団
と
と
も
に
、

同
市
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

現
地
で
は
、
「
熊
本
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
デ
ー
」
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執
り
行
わ
れ
た
ほ
か
、
本
年
は
サ

ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
の
市
制
三
百
周
年
の
年
で
も
あ
り
、
同
市
と
友
好
姉
妹
都
市
関
係
に
あ
る
世
界
各
国
の

都
市
が
招
か
れ
る
盛
大
な
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
中
で
、
私
か
ら
は
熊
本
地
震
の
支
援
へ
の
お
礼
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
再
生
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
新
し
い
熊
本
づ
く
り
に
向
け
た
決

意
を
広
く
世
界
に
伝
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 
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特
に
両
市
間
で
は
、｢

都
市
の
多
様
性
と
地
域
活
性
化｣

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取

組
事
例
の
共
有
や
政
策
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
に
は
、
大
規
模
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
年
間
二
千
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
、
全
米
有
数
の
国
際
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
都
市
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
来
年
開
設
す
る
熊
本
城
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
関

す
る
施
策
等
に
つ
い
て
も
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
回
の
出
張
で
得
た
も
の
を
、
そ
の
他
の
都
市
と
の
交
流
や
連
携
に
も
生
か
し
つ
つ
、
世
界
に
認
め
ら

れ
る
上
質
な
生
活
都
市
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
に
は

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
説
明
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、
熊
本
城
の
復
旧
等
に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
白
川
公
園
内
複
合
施
設
等
の
指

定
管
理
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
な
ど
、
今
後
の
業
務
推
進
上
、
速
や
か
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
を

提
出
し
て
お
り
ま
す
。 
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ま
ず
、
補
正
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
一
般
会
計
に
お
い
て
二
十
四
億
円
の
増
額
、

補
正
後
の
予
算
額
三
千
六
百
七
十
七
億
円
と
な
り
、
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
合
計
の
補
正
後
の
予
算
額

は
六
千
六
百
三
億
五
千
六
百
四
十
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。  

補
正
後
の
予
算
を
前
年
同
期
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は
七
・
四
％
の
減
、
全
体
の
合
計

額
で
は
四
・
六
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

主
な
内
容
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
関
連
の
補
正
予
算
と
し
て
、
熊

本
城
天
守
閣
の
早
期
復
旧
に
係
る
経
費
や
、
復
旧
過
程
の
公
開
に
向
け
た
仮
設
見
学
通
路
の
整
備
経
費
等
、

合
計
五
億
五
千
三
百
万
円
及
び
こ
れ
ら
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
に
加
え
、
新
市
民
病
院
の
来
年
秋
の
開
設

に
向
け
た
医
療
機
器
の
購
入
や
移
設
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
熊
本
地
震
関
連
以
外
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
部
門
別
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
政
策
部
門
で
は
、
国
際
交
流
会
館
の
指
定
管
理
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
総
務
部
門
で
は
、
次
年
度
か
ら
の
庁
内
文
書
等
の
集
配
業
務
の
民
間
委
託
に
伴
う
債
務
負
担
行
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為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
市
民
部
門
で
は
、
白
川
公
園
内
複
合
施
設
及
び
川
尻
公
会
堂
等
の
指
定
管
理
に
伴
う
債
務
負
担

行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
健
康
福
祉
部
門
で
は
、
第
三
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
に
係
る
対
象
年
齢
の
拡
充
等
に
伴
う
経

費
及
び
生
活
保
護
法
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
に
加
え
て
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
植
木
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
環
境
部
門
で
は
、
本
定
例
会
に
条
例
案
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
「
熊
本
市
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
推

進
基
金
」
を
活
用
し
て
行
う
、
市
民
や
事
業
者
の
省
エ
ネ
等
に
資
す
る
取
組
に
対
す
る
助
成
経
費
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
経
済
観
光
部
門
で
は
、
現
代
美
術
館
や
社
会
体
育
施
設
の
指
定
管
理
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
農
水
部
門
で
は
、
県
の
補
助
内
示
に
伴
い
、
植
木
地
域
の
畜
産
施
設
に
対
す
る
助
成
経
費
等
を
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計
上
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
城
南
地
域
物
産
館
の
指
定
管
理
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。 

次
に
、
都
市
建
設
部
門
で
は
、
国
の
補
助
内
示
に
伴
い
、
本
年
度
末
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
（
仮

称
）
北
熊
本
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
経
費
に
加
え
、
熊
本
西
環
状
道
路
・
池
上
工
区
の
整

備
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
が
、
補
正
予
算
の
歳
出
の
説
明
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
賄
う
財
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出

に
見
合
う
国
・
県
支
出
金
等
の
特
定
財
源
や
市
債
を
計
上
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
般
財
源
と
し
て
繰
越
金

を
充
当
し
て
お
り
ま
す
ほ
か
、
熊
本
地
震
に
伴
う
熊
本
城
の
復
旧
経
費
の
財
源
と
し
ま
し
て
、
熊
本
城
復

元
整
備
基
金
も
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
条
例
等
の
議
案
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

ま
ず
、「
熊
本
市
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
推
進
基
金
条
例
の
制
定
」
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
補
正
予
算
案

の
説
明
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
本
市
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
省
エ
ネ
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ル
ギ
ー
等
推
進
基
金
」
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
災
害
公
営
住
宅
を
整
備
す
る
に
当
た
り
、

そ
の
建
設
用
地
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
末
尾
に
簡
単
な
理
由
を
付
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
説
明
を
省
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
が
、
何
と
ぞ
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 


